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まず、部品を確認しましょう。

下準備

パーツ点数は

キャストパーツ　　　15点
メタルパーツ　　　　26点
螺子　　　　　　　　次ページ参照
電子部品　　　　　　下記参照

レジンパーツ（キャストパーツ）

メタルパーツ

基本はレジンパーツもメタルパーツ
も中性洗剤でよく洗ってください。
（メタルパーツについては専用の
下地処理剤が市販でありますので
それを使われるのも良いでしょう。）

電子部品＆スプリング

メタルパーツはコードのパーツを
除き黒染めします。

レジンパーツにはバリがあります
ので削り螺子穴は貫通させておき
ましょう。また、複製の関係で
パーツが歪んでいる場合があります。
ドライヤーで暖めたり熱湯に浸ける
などして変形を直しましょう。 透明レジンパーツ

準備道具

カッター、ヤスリ、ピンバイス
（ドリル刃φ0.8、φ2、φ2.6、φ2.9、
φ3、φ3.2、φ3.8、φ4）

レンチ（1.5ｍｍ、2ｍｍ、2.5ｍｍ、
3ｍｍ）

ドライバー（＋－）

塗装用具、塗料

この他にリード線があります。

レジンパーツ（キャストパーツ）
透明レジンキャストパーツ

グリップパネル-Ｒ グリップパネル-Ｌ

ダミーレーザーポインター

セレクター

レシーバー前面蓋

シリンダークレーンＡ、Ｂ

シリンダーカバーノブ

オーバーサイズ
グリップフレームＡ

シアー

トリガーＲ
トリガーＦ

カートリッジ×5

トリガーガード

グリップエンドプレート

シリンダーラッチ

マガジン
ハウジングボルト

スコープダイヤルノブ

ダミーコード

シリンダー
ロックピンＬ

シリンダー
ロックピンＳ

マガジン
ロックプレート

シリンダー
ラッチピン

オーバーサイズグリップ
フレームＢ

Ｂ Ａ

マガジンハウジング

電飾蓋 マガジン蓋

シリンダーカバーＲ シリンダーカバーＬ

ブルドックフレームＬブルドックフレームＲ

ブルドック
グリップフレーム

ボルトエンド
レシーバー

バレル

ボルト

ハンマー

シリンダーＢ

シリンダーＡ



螺子



下準備Ⅱ

右の写真のパーツは黒染めします。

φ2ｍｍで穴を深くします。。

メタルパーツに穴を開けます。
ここではポイントになるところを紹介します。

ダミーレーザーポインターの側面の穴を開けます。
φ2ｍｍで1.5mmの深さにします。

穴を開けます

φ4ｍｍ

φ2.6mm（φ3ｍｍ）

φ3ｍｍ

シリンダークレーンの軸の穴を深くします。
φ4ｍｍで9mmの深さにします。
（大変な場合はシリンダーストップピンと
スプリングの長さを切る事でも可能です。）

シリンダークレーンB

シリンダークレーンA

内側

外側

φ3.2ｍｍで開けます

φ2.2ｍｍで開けます

シリンダークレーンAに両側から穴を開けます。
外側からφ2.2ｍｍ（φ2ｍｍでも可）
内側からφ3.2ｍｍ（φ3ｍｍでも可）

グリップフレームは複製の過程で変形していること
があります。グリッププレートを合せて確認して
変形しているようでしたら螺子穴を合せるように
変形を戻して置くと良いです。

オーバーサイズ
グリップフレーム

グリッププレート

断面図
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断面図

ダイオードの入る穴をφ3.8であけます。
φ４ｍｍでも可ですがダイオードをピッタリ嵌める
にはφ3.8ｍｍをお勧めします。

φ3.8ｍｍ φ3.8ｍｍ



下準備Ⅲ

塗装について

塗装は組立前にすると良いのですが組立後でも
ある程度は分解が出来るので組立後の塗装も可能
です。

メタルパーツ

メタルパーツはずべてを黒染めする必要は
ありません。右にあるパーツを黒染めします。

コードのパーツは白色なのでメタルプライマーで
下地処理をし艶消し白で塗装します。

黒染めについては当社では、黒染め液につけ込んだ
後常温黒染め剤スプレーで黒染めします。

プラスチックパーツ
（無発砲ウレタンパーツ）

通称キャストパーツは、本来鉄であるパーツと
プラスチックであるパーツを塗り分けることを
お勧めします。

鉄であるパーツは下地処理をして金属色ので出る
塗料で塗装します。
当社では先の黒染め剤スプレーを使っております。

プラスチックパーツは艶ありの黒色で塗装すると
良いでしょう
当社では、プラモデル用の黒色スプレーで塗装して
おります。

弾のパーツはメタルプライマーで下地処理をし
真鍮色でカートリッジ部分を弾頭部分を鉛色
または銅色で塗装すると良いと思います。
当社ではカートリッジ部分をプラモデル用の
金色、弾頭部分はホワイトメタルの地の色を
生かしております。

金属色（鉄色）で塗装

プラスチック色で塗装

塗装なし

艶消し白

真鍮色

銅色
鉛色
銀色
等々

金属色（鉄色/黒染め）

×５



ブルドックフレームの組み立て

Ｍ3×20長ナット

Ｍ3×20＋皿ネジ

バレル

Ｍ3×5平－ネジ

Ｍ3三種ナット

Ｍ3ナット

Ｍ4三種ナット
（1.5ｍｍ厚）

Ｍ4三種ナット
（1.5ｍｍ厚）

ハンマーの組み立て

ハンマーにシアーとスプリングを取り付けます。

シアー

ハンマー

スプリングφ2.5×7ｍｍ

ハンマーの溝にスプリングを嵌め込み、ハンマーの
ピンにシアーを差し込みます。

Ｍ3×6皿
キャップネジ

Ｍ3×6皿
キャップネジ

Ｍ3×8長ナット

Ｍ3×8長ナット

ハンマー

トリガーＦ トリガーＲ

Ｍ4ワッシャー

トーションスプリング

ハンマー
スプリング
ガイドロッド

φ5×35
スプリング

シリンダー
ラッチピン

シリンダーラッチ

ブルドックフレームＬ

ブルドックフレームＲ

ブルドック
グリップフレーム

ブルドックフレームＲにバレルとグリップフレーム
を取り付けますバレルにはＭ3×20長ナットを嵌め込
みます。フレームＲにＭ4三種（薄型）ナット厚み
1.5ｍｍｔを嵌め込みます。グリップフレームの穴に
Ｍ3×8長ナットを嵌め込みフレームＲとＭ3×6
皿キャップネジで結合します。

ブルドックフレームＬにシリンダーラッチを取り
付けますフレームの内側にＭ3三種（薄型）ナットを
嵌め込み表側からシリンダーラッチを嵌めＭ3×5
平マイナスネジで留めます。強く締めすぎると
ラッチが動かなくなります。。

Ｍ4三種ナット
（1.5ｍｍ厚）

Ｍ3×8
長ナット ハンマー

スプリング
ガイドロッド

ハンマースプリングガイドロッドにスプリングと
ワッシャーを通しておきます。

ハンマースプリング、ガイドロッド、ワッシャーの
セットはフレームを閉じてからハンマーの窪みに
嵌るように取り付けたほうが楽です。

Ｍ3×6皿
キャップネジ

Ｍ3ナット

Ｍ3×20
皿プラスネジ

φ3.2

φ3

トリガー、ハンマーを取り付けフレームBをはめて
M3×20、M3×6で閉じます。
トリガーについては次ページをご参照ください。



トリガーの組み立て

はみ出た分は
カットします

トリガーＦトリガーＲ

トリガー（Ｆ＆Ｒ）の軸にトーションスプリング
を通します。
はみ出した部分は切り取りましょう。

フレームに嵌め込みます。
軸の穴が小さい場合はφ3.2で開け直します。

スプリングは写真のようにフレームに掛けるように
セットします。

ハンマーとの噛み合いは写真を参照のこと。
トリガーのツメをハンマーとシアーの間に入る
ようにセットします。



オーバーサイズグリップフレーム
トリガーガードの組み立て

トリガーガードの突起をオーバーサイズグリップ
フレームＡの溝に差込オーバーサイズグリップ
フレームＢで挟み込みＭ3×10なべプラスネジで
固定します。

Ｍ2.6ナットをグリップフレームＡの穴に落とし込み
グリップエンドプレートを嵌めてＭ3×15キャップ
ネジで固定します。

Ｍ3×12長ナットはグリップフレームＡの穴に
入れます。（固定しなくても問題はありませんが
気になる方は瞬間接着剤で仮止めしておいても
良いでしょう。）

シリンダークレーン組み立て

Ｍ2.6ナット
Ｍ2.6×6
皿プラスネジ

φ4×9の穴
シリンダー
ロックピンＳ

φ3×10
スプリング

シリンダークレーンＢ
シリンダークレーンＡ

シリンダークレーンＡの穴にシリンダー
ロックピンＳを入れ（向きに注意）φ3×10の
スプリングを通しシリンダークレーンＢで閉じ
Ｍ2.6×6のネジで閉めて固定します。

頭が丸い方が
Ａ側

φ2.2-φ3.2の穴

シリンダークレーンＡの穴は下準備Ⅱを参照。

オーバーサイズ
グリップフレームＡ

オーバーサイズ
グリップフレームＢ

トリガーガード

Ｍ3×12長ナット

Ｍ3×10
なべプラスネジ

Ｍ3ナット

Ｍ3×12長ナット

Ｍ2.6ナット
Ｍ2.6ナット

Ｍ2.6×15
キャップネジＭ2.6×15

キャップネジ



シリンダー部分に組み立て

シリンダーＡ シリンダーＢ

シリンダーＡ、シリンダーＢを瞬間接着剤で
固定します。

シリンダー

シリンダークレーン

シリンダー
ロックピンＬ

スプリング
φ4×17.5

シリンダーカバーＬ

Ｍ3×22
キャップネジ

Ｍ3×16
キャップネジ

Ｍ3ナット

シリンダークレーンにＭ３のナットを嵌め込み
シリンダーカバーＬをキャップネジＭ3×22、
Ｍ3×16で固定します。

シリンダークレーンのφ4の穴にスプリングφ4×17.5
シリンダーロックピンを入れシリンダーを通します。

シリンダーカバーＬの穴にＭ2のナットを嵌め込み
ダミーレーザーポインターロッドを嵌めてＭ2×5
皿プラスネジで固定します。
（閉めすぎるとシリンダーカバーＬが破損します。
ご注意ください。）

シリンダーカバーＬの溝に嵌るようにダミーコード
パーツを嵌め込みます。
緩いようでしたら瞬間接着剤で固定します。

Ｍ2×5
皿プラスネジ

Ｍ2ナット

ダミーコード

ダミーレーザーサイトロッド

φ3.8の穴

ダミーレーザーポインターロッドにダイオード（緑）
を瞬間接着剤で固定します。

ダイオードは完全に脚を切ります。



シリンダーカバーＲ
の組み立て

M2.6ナット

シリンダーカバーノブ

シリンダーカバーR

シリンダーカバーＲに裏側から
シリンダーカバーノブを差込ます。

マガジンハウジングとの固定用の
Ｍ2.6ナットを嵌め込みます

Ｍ2.6ナット

裏側

組み立てたブルドックフレームにシリンダーカバー
Ｒを仮止めします。

Ｍ4－3種（薄型1.5厚）

Ｍ4×15
キャップボルト

シリンダーカバーＲにＭ4×15のキャップボルト
を通しフレームのＭ4のナット（フレームの組立で
嵌め込んだＭ4-三種ナット）で仮止めします。

マガジンハウジング組立

マガジンハウジングにマガジンハウジングボルトを
差込み、マガジンハウジングをバレル下のレールに
スライドさせ取り付けます。

Ｍ2.6×8
キャップネジ

マガジンハウジング

マガジンハウジングボルト

スコープ
ダイヤルノブ

スコープダイヤルノブを先に組み立てたブルドック
フレームのＭ4×15のネジの頭に嵌め込みます。後の
分解のために両面テープをネジ頭に巻いてノブを
被せ固定します。

表 裏



レシーバーの組立

Ｍ4-三種（薄厚1ｍｍ）

Ｍ2ナット

Ｍ4－三種
ナット
（薄厚1ｍｍ）

Ｍ4×8ナベ
キャップネジ

Ｍ4×8ナベ
キャップネジ

Ｍ2×6
キャップネジ

レシーバー前面蓋

Ｍ4－三種（薄厚1ｍｍ）のナットをレシーバーの
内側に嵌め込む。

レシーバー前面蓋にＭ4-三種（薄厚1.5ｍｍ）を嵌め
レシーバーにＭ4×8ナベキャップネジで取り付けます。

レシーバー内側にＭ2ナットを嵌め込みセレクターを
Ｍ2×6キャップネジでレシーバーに取り付けます。

Ｍ4-三種（薄厚1ｍｍ）

Ｍ2ナット

レシーバー

ボルトにボルトエンドをかみ込ませレシーバーに
通します

ボルト

レシーバー

ボルトエンド

セレクター

ボルトの先端のロッドがレシーバー前面蓋の穴に
入るように取り付けてください。

ボルトエンドのパーツの長穴を合せてＭ4×8ナベ
キャップネジで固定します。



グリップ部取り付け

組み立て

先に組み立てたパーツを組み付けて行きます。

Ｍ3ナット

レシーバー部分をブルドックフレームに取り付け
ます。ブルドックフレーム後部の切り欠きに
レシーバーの突起を引っ掛けバレルに被せるように
取り付けM3×8キャップネジで固定します。

M3ナット M3×12
芋ネジ

M2.6×8
キャップ
ネジ

M2.6×15
キャップネジ

M4×8
なべキャップネジ

M3×8
キャップネジ

M2.6
ナット

M2.6ナット

M2.6ナット

M2.6
ナット

M3×12
芋ネジ

シリンダー部分をブルドッグフレームに取り付け
ます。シリンダークレーンの六角の穴にM3ナットを
落とし込みフレームの溝にシリンダークレーン部分
を挟み込み芋ネジを締めて固定します。
芋ネジはフレームの両方に掛かるように締めます。

オーバーサイズグリップフレームを取り付けます。
ブルドックフレームのグリップ部にM2.6のナットを
落とし込みブルドックフレームの突起にトリガー
ガードの穴を嵌めてからブルドックフレームの
グリップに嵌めます。

オーバーサイズグリップフレームの前後の穴を合せ
M2.6×15、M2.6×8のキャップネジで固定します。。

M2.6ナット

M2.6
ナット

M2.6×8
キャップネジ

M2.6×15
キャップネジ

突起

穴

グリップパネルをM3×8キャップネジで両側から
固定します。

M3×8
キャップネジ

M3×8
キャップネジ



マガジン部分及び発光ダイオード
配線製作

電飾の製作

3Vボタン電池

リード線

マイクロスイッチ

抵抗

発光ダイオード（赤）

電飾蓋

マガジン蓋

φ4×17.5
スプリング

発光ダイオード4本の脚を90度折り曲げて
プラス、マイナスにご注意ください。
ダイオードはプラス、マイナスを反対にすると
発光しません。マガジン蓋の穴に挿入します。
中心の1個はそのまま差し込みます。

配線図

マガジンロック
プレート

マガジンロックプレートをマガジン蓋後端に入れ
φ4のスプリングを入れて留めます。
向きにご注意ください。ロックプレートには
スプリングの入る窪みがあります。

発光ダイオードは足の長いほうがプラスです。
御注意ください。

電飾蓋の裏側から
抵抗を設置します。

解りやすく緑のコードを
使用しましたが本キット
には赤黒のスパイラルコ
ードが付属します。

電池とスイッチを半田付けします。
電池のプラス、マイナスに注意。

電池とスイッチ、スイッチと抵抗を半田付けします。
電池にはビニールテープを巻いて漏電を防止します。

発光ダイオードと接続します。プラスマイナスを
間違わない様に半田付けします。

この先をダイオードに繋ぎます。
プラス、マイナスを間違えないように
半田付けする前に確認すると良いでしょう。

電池にはビニールテープを
巻いて絶縁しておきます。



完成～
マガジン蓋を取り付けて完成となります。
取り付けは前方の突起をマガジンハウジングの
内側の窪みに引っ掛けるようにして弧を描く
ように押し込みます。

突起を合せて
先端を入れて
から後を嵌め
込みます。

お疲れ様でした。
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